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暑い夏がやっと終わりましたね。季節の変わり目は体調を崩しやすいので、風邪などをひか

ないように気を付けてください。

ゆうゆうるーむ 『インエイライサン①』

今月は４月配属の新人Ｓがこのコラムを担当します。何を書いても良い、とお許しを得

ていますので、「センターは何をする所なのか？」と、春から考えていることについて雑感

を書いてみたいと思います。（賛否のありそうな内容ですが、個人の見解です。）

福祉専門職という仕事は、支援を通じて利用者の方々の色々な困りごとに触れると同時

に、自分自身の「生き方」や「弱さ」と向き合える仕事だと思っています。そして、その

関わりは一方通行ではなく、相互に人間としての限界や可能性に気づかせてくれるものだ

とも思っています。対象が子どもだとしてもです。

たまに脱線する人もいます（「パターナリズム」）。「何かしてあげる」という考え方は好

きではないです。ご自宅でも「親から子への一方通行」ではなく、子どもから色々と教え

てもらっている「双方向」ではないでしょうか？センター職員も同じだと思います。

福祉の世界では、白か黒の二項対立は少なく、灰色の世界の方が圧倒的に多いのが現実

です。例えば、医療ではタバコはまっ黒です。「禁煙してください」で終わりですが、福祉

では、「あなたが望むなら健康被害を最小にした吸い方を一緒に考えていきましょう」とい

う灰色視点になります。

世の中、猫も杓子もホワイト一択主義に偏りはじめているきらいがありますが、灰色を

白にすることがセンターの目的ではなく、自分らしい生き方ができるように一緒に考えて

いくことこそ大きな役割だと思っています（「エンパワメント」）。

センター職員一同、日々、見立てた支援方法で合っているのかな？どうなのかな？と暗

中模索の中、最適な支援ができるよう日々悩みながらもお手伝いさせていただいています。

ところで、どうして保護者と一緒に来てもらっているか考えたことがありますか？

（つづく（７か月後になります））

１０ 月 の 日 程 表

おしらせ

①８月２９日（金）に「保護者交流会」を開催し、９組10名の保護者の方が参加されました。２つの

グループに分かれ１時間足らずでしたが、保護者同士の交流の時間を持つことができたの

ではないでしょうか。次回も検討しています。

②10月30日（木）にひだまりグループの皆さんと避難訓練を予定しています。消火器を使った

消火訓練、消防自動車の見学など、子どもたちはワクワクですが、大人は真面目に実施いた

します。

１日（水） ２日（木） ３日（金）

ひだまりグループ

（お絵かき・シール

遊び）

センター研修（「難

聴児派遣事業」）の

ため指導はお休みに

なります。

６日（月） ７日（火） ８日（水） ９日（木） １０日（金）

ひだまりグループ

（運動遊び）

１３日（月） 1４日（火） １５日（水） 1６日（木） 1７日（金）

スポーツの日

ひだまりグループ

（身体測定・新聞遊

び）

２０日（月） 2１日（火） ２２日（水） 2３日（木） 2４日（金）

・2歳児相談協力
ひだまりグループ

（散歩）

２７日（月） ２８日（火） ２９日（水） ３０日（木） ３１日（金）

職員研修のため、午

後の指導はお休みに

なります。

・乳幼児相談協力

ひだまりグループ

（避難訓練・散歩）

・雨竜町健診協力

・コスモスデー

（市内一斉授業参観

日）


